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“
今
年
は
小
学
一
年
生
か
ら
も
H

　
恒
例
の
町
の
書
初
展
覧
会
は
今
年
も

一
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
に
わ
た
り

町
公
民
館
と
町
教
育
振
興
会
の
共
催
で

町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
年
々
そ
の
内
容
が
充
実
し
て
ぎ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
こ
の
展
覧
会
は
、
従
来

小
学
校
四
年
生
以
上
の
作
品
の
み
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
年

生
よ
り
審
査
該
当
と
し
、
各
学
校
よ
り

学
年
生
徒
、
児
童
数
の
五
％
を
選
出
し

て
も
ら
い
、
入
賞
作
品
と
い
た
し
ま
し

た
。
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
い
ず
れ
も

選
び
に
選
ば
れ
た
も
の
ぽ
か
り
で
優
劣

を
決
め
が
た
く
、
審
査
も
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。

，
展
覧
さ
れ
た
作
品
数
は
小
学
校
一
〇

九
点
、
中
学
校
四
七
点
、
一
般
者
三
四

点
の
多
き
に
達
し
、
ホ
ー
ル
を
う
め
つ

く
し
た
作
品
に
、
観
覧
者
は
感
じ
入
る

と
い
う
状
況
で
し
た
。

．
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
学
年
一

点
を
優
秀
賞
と
し
、
特
別
展
示
し
た
わ

け
で
す
が
、
そ
の
栄
に
輝
く
人
た
ち
ば

次
の
通
り
で
す
。

◎
小
学
校
の
部

六五四三二一
年年年年年年

池菅牧関ひさ
田井田谷ぐい
　　　　ちと
一里一千みう
三美美絵えよ

さ
い
と
う
よ
し
ひ
ろ

ひ
ぐ
ち
み
え
こ

北
山
小

松
代
小

　
〃

峠
　
小

室
野
小

北
山
小

　　　　韓雛　　　　　　譲

懸
め

現

◎
中
学
校
の
部

一
年
菅
井
洋
子
　
　
奴
奈
川
中

二
年
　
佐
藤
　
正
悟
　
　
　
　
〃

三
年
　
小
堺
　
準
一
　
　
　
　
厚

　
尚
展
覧
会
終
了
後
、
各
本
校
を
巡
回

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
展
示
し
て
も

ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、
各
学
校
に
お
い

て
も
児
童
・
生
徒
の
書
初
展
を
行
な
い

P
T
A
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
父
く

様
に
し
、
年
々
そ
の
内
容
を
た
か
め
て

い
る
作
品
に
、
改
め
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
父
く
様
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
に
当
っ
た
先
生
方
は
、
く
ち
を

そ
ろ
え
て
、
上
越
地
区
へ
出
品
し
て
も

そ
ろ
っ
て
上
位
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

離験

奪
一
月
中

　
　
　
　
（
　
）
内
は
保
護
者

直由秀正良勇益美三堅豊直
　　　　　　　佐
子加二芳彦一栄子男二也

（
高
橋
嵩
一
）

（
市
川
利
正
）

（
小
堺
長
平
）

（
井
上
利
平
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（
柳
新
次
）

（
武
田
栄
一
）

（
柳
　
親
雄
）

（
樋
口
昭
一
）

（
矢
沢
茂
正
）

（
南
雲
　
堅
）

（
山
岸
幸
男
）

（
米
持
敏
夫
）

お
く
や
み

（
死
亡
）

佐田小片富柳志
藤巻山桐沢　賀

由カコシクマト
紀トトゲニツメ

，，室福峠松犬名犬寺儀，ノ松
　野島　代伏平伏田明　代

（
　
）
内
は
戸
主

（
茂
）

（
仙
太
郎
）

（
恭
松
）

（
豊
寿
）

（
弘
）

（
成
三
郎
）

（
栄
治
）

室峠小清松苧千
野　貫水代島年

（1）



昭
和
4
4
年
度
中
学
卒
業
生
の

進
学
率
は
五
五
・
六
〇
％

　
「
一
時
は
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
多

く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
町
内
各
中

学
校
も
、
そ
の
後
年
々
そ
の
数
を
減
じ

’
本
年
度
卒
業
生
は
二
四
一
名
と
な
り
昨

年
よ
り
も
四
七
名
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
す
。

　
さ
て
そ
の
卒
業
生
の
動
向
は
各
方
面

か
ら
い
ろ
く
な
意
味
で
注
目
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
卒
業
式
を
間
近

か
に
ひ
か
え
た
各
中
学
校
に
お
願
い
し

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
進
学
率
は
五
五

・
六
〇
％
と
な
り
昨
年
の
六
〇
・
七
六

％
よ
り
や
～
減
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
奴
奈
川
中
学
を
除
き
、
い
ず
れ
も

昨
年
度
よ
り
下
廻
っ
た
％
で
、
受
験
戦

争
の
一
面
が
こ
x
に
も
表
わ
れ
て
い
る

様
で
す
。

　
又
就
職
希
望
を
み
ま
す
と
四
一
・
五

％
で
そ
の
大
半
が
県
外
就
職
と
い
う
の

も
土
地
柄
と
世
代
の
要
求
に
も
よ
る
も

の
で
し
よ
う
が
、
県
内
就
職
希
望
者
の

ほ
と
ん
ど
が
各
種
学
校
（
職
業
訓
練
所
、

理
・
美
容
学
校
、
看
護
婦
養
成
所
）
な
ど

の
状
況
か
ら
み
て
、
一
般
の
就
職
希
望

者
は
殆
ん
ど
県
外
就
職
で
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
よ
う
で
す
。

　
入
家
希
望
者
は
遂
に
ニ
ケ
タ
を
割
り

町
内
全
部
を
合
せ
て
も
、
わ
ず
か
に
七

名
と
い
う
こ
と
で
、
農
村
人
口
の
流
出

の
は
げ
し
さ
を
こ
～
で
も
知
ら
さ
れ
ま

す
。
尚
進
路
希
望
は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
4
4
年
度
中
学
卒
業
生
進
路
希
望

　
　
　
　
・
　
、
進
学
希
望
就
職
希
望

　
学
校
名
総
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
縣
稼

松
代
中
．

清
水
中
、

孟
地
虫

山
平
中

奴
奈
川
中

　
計
　
　
．
一
酉 冥究き章茜1数
　　　　　階希
莞天八七査1望1
六五二二三六
9ぢ雰マ有％

査
…
山
ハ
萎
＝
要
一
夏

　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

七
…
一
三
．
八
二
三
八
垣

全
六
．
山
ハ
上
奏
…
五
…

　
り二

八
孟
七
．
菌
登
一
八
ξ

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
け

禾
六
〇
．
八
三
三
五
三

　
　
　
　
　
　

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

一
毒
至
．
六
〇
δ
Ω
葦
三

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
こ
れ
を
昭
和
四
十
年
以
降
と
く
ら
べ

て
み
ま
す
と
、
次
の
表
に
示
め
さ
れ
た

通
り
で
す
。

年
度

卒
業
進
学
　
就
職
　
入
家

　　　日召　：
　　　和四　四　四
十　十　一十一　四
四　三　二二　十
年　年　年　年

益
捏

二　ニ　ニニ　四
四　八　八　一一
一　八　プく　四

者
数

三天三モ
四　一　六　九

数

五　プく　四　四
写』千誓葬
六八五……

％

δδ三＝
o　二＝＝　一　一

数

四　三三　四　五
で写ぞ⊂？
五　四　三　九

％

　二＝＝　ニ　ニニ
七　二二　九　四

数

二．＿δ五
充べ三冗，

％

4
℃
，
，
・

D
．
＾
マ
．
．
．
、
▲
7
．
．

9
．
4
マ
．
．

・
寺
農

穀
．
．
・

・
，
紫

（2）

”
町
内
各
地
の
土
俵
入
り
は
盛
会
韮

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
ま
で
紹
介
さ
れ
、

健
全
な
冬
期
豪
雪
の
中
で
の
大
き
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て
す
で
に
名
物

と
な
っ
て
い
る
、
町
内
各
場
所
大
相
撲

が
十
五
日
間
の
熱
戦
を
終
え
へ
　
一
月
二

十
五
日
千
秋
楽
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
町
内
は
小
雪
が
ち
ら
つ
き

そ
れ
で
も
時
た
ま
太
陽
が
顔
を
見
せ
る

と
い
っ
た
天
候
で
し
た
が
、
夜
に
入
り

雪
も
あ
が
り
、
ふ
れ
太
鼓
の
音
に
つ
れ

て
足
早
や
に
会
場
へ
急
ぐ
見
物
者
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
と
も
土
俵
入
り
が
に
ぎ
や
か

に
行
な
わ
れ
、
室
野
場
所
で
は
婦
人
会

の
相
撲
甚
句
も
行
な
わ
れ
る
な
ど
大
変

な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
以
不
各
場
所
の

成
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
松
代
場
所
　
　
総
数

　
　
（
東
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
」

　
　
　
横
綱

謙
信
山
義
昭
（
銀
行
）
若
清
瀬

　
　
大
　
関

大
松
山
正
泰
（
小
学
）

　
　
　
関
脇

東
錦
　
利
隆
（
町
）
　
飛
龍

　
　
　
小
結

真
山
　
寛
次
（
渋
海
）
毘

三
七
三
名

守
（
役
場
）

桂
高
飛
正
也
（
中
学
）

健
司
（
役
場
）

公
麿
（
中
学
）

◇
室
野
場
所

　
　
横
綱

尾
の
道
昌
和
（
局
）

　
　
大
関

北
国
真
知
子
（
川
西
）

　
　
関
脇

西
浦
山
壮
介
（
川
西
）

　
　
小
結

大
浜
　
由
一
（
南
町
）

◇
蒲
生
場
所

　
　
横
綱

赤
根
山
　
光

　
　
大
関

池
田
川
昇
一

　
　
関
脇

細
美
山
ミ
ッ
子

　
　
小
結

福
ノ
川
　
弘

◇
伊
沢
部
屋

　
横
綱

　
大
関

　
関
脇

　
小
結

総
数
　
二
〇
〇
名

北
越
　
松
吉
（
川
西
）

大
木
山
正
義
（
中
学
）

太
陽
　
澄
子
（
小
学
）

飛
魚
　
昌
弘
（
下
向
）

総
数
　
一
〇
五
名

富
士
ノ
山
正
夫

谷
風
定
治

越
の
海
安
太
郎

尚
こ
の
他
に
も
菅
刈
、

ぞ
れ
場
所
を
も
ち
盛
大
な
る
千
秋
楽
を

む
か
え
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
市
ノ
川
市
松

　
総
数
　
三
三
名

店
の
花
　
幸
子

勝
々
山
　
条
吉

大
島
山
久
三
夫

新
緑
山
　
　
元

　
　
　
蓬
平
等
が
そ
れ

（
室
野
の
土
俵
入
り
風
景
）

、



’

ス
キ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
今
や
た
け
な
わ

白
銀
に
「
競
う
”
技
と

　
冬
期
の
大
切
な
体
育
活
動
と
し
て
、

体
力
作
り
と
レ
ク
リ
エ
：
シ
ヨ
ン
を
兼

ね
、
町
内
各
地
で
盛
ん
に
ス
キ
ー
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
二
月
の
上

旬
は
ス
キ
ー
大
会
が
あ
ち
こ
ち
に
開
催

さ
れ
、
ま
さ
に
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
酎
の

感
が
あ
り
ま
す
。

　
先
ず
二
月
一
日
松
代
い
な
り
が
け
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
恒
例
の
町
内
ス
キ
ー

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
従
来
の
駅
伝

コ
ー
ス
が
無
雪
道
路
に
な
っ
た
為
、
こ

x
に
会
場
を
移
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
す
が
、
折
か
ら
の
強
風
に
わ
ざ
わ
い

さ
れ
て
か
応
援
者
も
少
な
く
、
関
係
者

を
心
配
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
出
場

十
三
チ
！
ム
の
選
手
達
は
元
気
一
ば
い

に
コ
ー
ス
を
力
走
し
、
好
仕
合
を
展
開

し
、
追
い
つ
抜
か
れ
つ
の
接
戦
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
成
績
は

①
役
場
体
育
部
A
チ
ー
ム
②
町
商
工
会

チ
ー
ム
③
前
田
屋
チ
ー
ム
④
高
校
職
員

チ
：
ム
⑤
東
北
電
力
チ
ー
ム
（
以
下
略
）

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
尚
主
催
し
た
松

代
町
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
ス
キ
ー
場
の

整
備
を
急
ピ
ツ
チ
で
行
い
、
同
じ
ス
キ

！
場
で
行
な
わ
れ
る
町
内
ス
キ
ー
大
会

に
そ
な
え
る
べ
く
連
日
、
に
ぎ
わ
う
ゲ

レ
ン
デ
に
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
又
七
日
の
日
に
は
同
じ
く
稲
荷
が
け

ス
キ
ー
場
で
町
内
ス
キ
ー
大
会
が
催
さ

れ
、
最
高
頂
に
達
し
た
ス
キ
ー
熱
を
い

や
が
上
に
も
盛
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
す
っ
か
り
晴
れ
上
り
、
最
高

の
コ
ソ
デ
ー
シ
ヨ
ン
の
も
と
、
午
前
九

時
よ
り
大
廻
転
、
小
・
中
男
女
の
距
離

等
、
文
字
通
り
力
と
技
を
充
分
に
発
揮

力
”

し
、
会
場
を
う
め
つ
く
し
た
観
衆
の
熱

気
あ
る
応
援
に
応
え
る
べ
く
終
目
、
好

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
当
目
の

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
距
離
の
部
　
（
一
位
の
み
）

　
〔
男
〕
小
五
山
賀
正
ス
松
代
）
小
六

　
笠
原
敏
彦
（
室
野
）
中
一
市
川
稔
（
松

　
代
）
中
二
柳
新
一
郎
（
松
代
）
中
三
五

　
十
嵐
守
（
松
代
）

　
〔
女
〕
小
五
市
川
美
代
子
（
菅
刈
）
樋

　
口
亮
子
（
松
代
）
五
十
嵐
千
恵
子
（
松

　
代
）
富
沢
か
な
め
（
松
代
）
　
小
六
富

　
沢
利
枝
（
松
代
）
関
谷
加
代
子
（
松
代
）

　
山
岸
咲
子
（
蒲
生
）
本
山
総
子
（
松
代
）

　
関
谷
千
枝
子
（
松
代
）
　
中
一
池
田
照

　
代
（
山
平
）
石
口
恵
子
（
松
代
）
中
沢
祥

　
子
（
山
平
）
　
中
二
山
賀
輝
美
（
松
代
）

　
関
谷
寿
賀
子
（
松
代
）
　
中
三
関
谷
節

　
子
（
松
代
）
市
川
八
重
子
（
松
代
）

◎
大
廻
転
の
部
　
（
一
位
の
み
）

　
小
五
関
谷
政
光
（
松
代
）
　
小
六
関
谷

　
悟
（
松
代
）
　
中
一
柳
俊
之
（
松
代
）

　
中
二
池
田
三
勇
四
（
山
平
）
　
中
三
桜

　
沢
隆
（
山
平
）

◎
廻
転
の
部
　
（
一
位
の
み
）

　
〔
男
〕
小
五
関
谷
政
光
（
松
代
）
小
六

　
樋
口
信
幸
（
松
代
）
　
中
一
相
沢
十
一

　
郎
（
松
代
）
　
中
二
鈴
木
栄
郎
（
松
代
）

　
中
三
小
島
和
明
（
孟
地
）

　
〔
女
〕
中
二
局
橋
澄
枝
（
山
平
）
中
二

　
中
村
妙
子
（
清
水
）
　
中
三
鈴
木
由
起

　
子
（
松
代
）

　
青
年
鈴
木
武
夫
（
病
院
）
　
第
一
壮
年

　
関
谷
松
雄
（
商
工
会
）
　
第
二
壮
年
小

　
堺
悟
（
山
平
）

◎
リ
レ
ー
の
部
　
（
一
位
の
み
）

　
小
（
男
）
松
代
A
　
小
（
女
）
松
代
A

　
中
（
男
）
松
代
C
　
中
（
女
）
松
代
A

　
一
般
町
商
工
会

〃
”
5
年
の
か
け
金
で
3
万
円

　
今
す
ぐ
加
入
し
ま
し
よ
う
〃

　
国
民
年
金
が
で
き
た
と
き
に
、
任
意

加
入
ざ
れ
な
か
っ
た
明
治
3
9
年
4
月
2

日
か
ら
明
治
戴
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

れ
た
皆
さ
ん
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
拠

出
制
の
老
令
年
金
を
う
け
て
い
た
父
く

た
め
、
も
う
一
度
加
入
の
機
会
が
得
ら

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
5
年
年
金
制
度
が
で

き
ま
し
た
。

▲
加
入
で
き
る
人
は
…
…
…

　
明
治
鞠
年
4
月
2
日
か
ら
明
治
磁
年

4
月
1
日
の
間
に
生
れ
た
人
に
限
り
ま

す
。
た
だ
し
次
の
よ
う
な
人
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

①
前
に
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と

　
　
の
あ
る
人
。

②
会
社
や
工
場
な
ど
に
勤
め
、
厚
生

　
　
年
金
、
船
員
保
険
、
共
済
組
合
な

　
　
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
。

③
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
、
共
済
組

　
　
合
な
ど
か
ら
老
令
年
金
や
退
職
年

　
　
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、
受
け
る

　
　
資
格
の
あ
る
人
。

▲
保
険
料
は
月
額
七
五
〇
円
…
…
…

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▲
加
入
期
間
は
…
…
…

　
満
5
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▲
加
入
の
手
続
は
…
…
…

　
昭
和
面
年
1
月
1
日
か
ら
6
月
3
0
日

ま
で
で
す
。
7
月
以
降
に
な
る
と
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

▲
一
年
半
で
か
け
金
が
も
ど
る
…
…
…

　
一
ヶ
月
七
五
〇
円
ー
五
年
の
か
け

金
で
四
万
五
千
円
、
受
給
年
金
額
は
三

万
円
で
す
か
ら
ち
よ
う
ど
一
年
半
で
も

と
が
と
れ
ま
す
。

　
町
内
の
こ
N
か
し
こ
で
、
よ
く
放
し

飼
い
さ
れ
て
い
る
犬
を
見
る
。
こ
と
に

狭
く
な
っ
た
雪
道
で
、
通
行
人
に
む
か

っ
て
吠
え
か
け
て
い
る
犬
を
何
度
も
見

た
。
よ
く
見
る
と
野
犬
で
は
な
く
立
派

な
鑑
札
を
持
っ
た
も
の
ば
か
り
の
様
で

あ
る
。

　
幸
い
ま
だ
犬
に
噛
み
付
か
れ
た
と
い

う
人
を
今
年
は
知
ら
な
い
が
、
先
般
あ

る
部
落
で
犬
に
吠
え
ら
れ
立
往
生
し
、

遂
に
泣
ぎ
出
し
た
女
の
子
を
見
た
。
大

急
ぎ
で
追
払
っ
た
も
の
N
今
度
は
こ
ち

ら
に
向
っ
て
く
る
と
い
う
有
様
に
腹
が

立
っ
て
き
た
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
家
庭

で
は
そ
れ
も
承
知
で
放
し
飼
い
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
さ
え
思
え
て
き
た
。

こ
ん
な
気
持
に
な
っ
た
の
は
た
父
私
一

人
だ
け
だ
ろ
う
か
。
　
　
、

　
家
庭
で
飼
っ
て
い
る
生
物
は
大
変
可

愛
い
い
、
ま
っ
た
く
家
族
の
一
員
の
様

な
気
が
す
る
も
の
だ
。
つ
い
つ
な
い
で

お
く
の
は
気
の
毒
だ
と
思
い
が
ち
だ
。

又
他
人
も
そ
こ
の
家
の
飼
犬
だ
と
わ
か

っ
て
い
れ
ば
面
と
む
か
っ
て
は
な
か
な

か
言
わ
れ
な
い
。
毎
日
の
忙
し
さ
に
犬

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
で
良
い
と
い

う
こ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
、
責
任
を

持
っ
て
つ
な
い
で
お
く
事
が
大
切
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
道
路
上
の
犬
を
見
か
け
る
た
び
に
何

と
か
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

ま
し
て
登
校
時
、
下
校
時
の
際
は
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
意
味
あ
い
か
ら
も
、
犬

を
つ
な
い
で
お
い
て
も
ら
う
こ
と
を
切

望
す
る
。
　
　
　
　
（
松
代
　
K
）

（3）
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（
高
田
税
務
署
よ
り
）

　
昭
和
四
十
四
年
分
の
確
定
申
告
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
で

す
。
確
定
申
告
は
、
一
年
間
の
所
得
と

税
額
を
計
算
し
て
、
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

。
　
申
告
と
納
税
の
相
談
は
三
月
に
入

　
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
が
混
雑
し

　
ま
す
の
で
出
来
る
だ
け
早
め
に
お
出

　
か
け
下
さ
い
。
又
、
税
務
署
か
ら
指

　
定
さ
れ
た
相
談
目
が
あ
る
場
合
に
は

　
ぜ
ひ
そ
の
日
に
お
い
で
下
さ
い
。

・
　
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は
、

　
扶
養
控
除
、
生
命
保
険
控
除
、
社
会

　
保
険
控
除
等
の
欄
を
必
ず
記
載
の
う

　
え
お
い
で
下
さ
い
。
こ
の
欄
が
書
い

　
て
な
い
と
受
付
が
あ
と
順
位
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
　
期
限
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
さ
れ

　　　昭和43年度徴収決定済額

　　　（上越地区）　　　　　　　　（単位　百万円）

高田税務署管内

総徴収決定済額　　　　　5．146百万円

告所得税
あ6・5づ
11．8躬）‘

な
い
と
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税

が
か
N
り
、
不
利
な
取
扱
い
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
　
納
め
過
ぎ
の
源
泉
所
得
税
を
返
し

て
も
ら
う
申
告
は
、
一
月
一
日
か
ら

税
務
署
で
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
告
し
、
早
め
に
還
付
を
受

け
て
下
さ
い
。

・
　
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
人

は
、
事
業
税
、
住
民
税
の
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・
　
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い

人
で
、
事
業
税
ま
た
は
、
住
民
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
書
を
三
月
十
六
日

ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
。

・
　
確
定
申
告
書
の
用
紙
の
な
い
人
や

撚1　
　
　

税
5
6
鰯
税
o
紛

接
』
L
接
β9
卵

3
ω
間
る

税
％
ー

人
3
2
筋

法
歯〃

その他

　26
（0．5％

揮発油及
　　　地方道路税

　　ユ，373

　（26，7％）

酒税
　591
（11．5％）

その他

　50
（0，9％）

書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に

な
ら
な
い
と
き
は
、
い
つ
で
も
町
役

場
や
税
務
署
で
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
「
税
の
相
談
日
」
を

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

　
税
金
は
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
税
法
の
解

釈
の
わ
か
ら
な
い
と
き
、
記
帳
方
法
の

疑
間
の
と
き
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
財

産
を
売
っ
た
り
、
相
続
、
贈
与
な
ど
の

あ
っ
た
と
き
、
税
金
は
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
に
気
軽
る
に
お
い
で
に

な
っ
て
ご
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
税
務

署
で
は
毎
月
五
・
十
五
・
二
十
五
日
を

「
税
の
相
談
日
」
と
定
め
て
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
に
お
い
で
に
な
っ
た
方
の
お

名
前
は
お
聞
き
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
の
日
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

年度別徴収決定済額
　　　　　　　（単位百万円）
　　　　　　　　　　5，146

3，835

3，383

2，822
2，419

1，943

43年度4241403938
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贈
与
税
の
申
告
と

　
　
　
納
税
に
つ
い
て

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
一
口

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
今
年

は
三
月
十
五
日
は
日
曜
日
で
す
の
で
十

六
日
が
申
告
と
納
期
限
で
す
。

　
贈
与
税
は
四
十
四
年
度
中
に
家
屋
や

土
地
、
預
貯
金
株
式
な
ど
の
財
産
を
も

ら
っ
た
り
、
親
の
土
地
や
家
屋
を
子
供

の
名
儀
に
か
え
た
り
し
た
場
合
、
一
年

間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
四
〇
万

円
を
こ
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
こ
え
た

部
分
に
か
N
る
税
金
で
す
。

　
尚
詳
細
は
税
務
署
資
産
税
係
に
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。
　
　
（
高
田
税
務
署
）

お
宅
の
電
話
の
受
話
器
は
…

　
ア
ッ
は
ず
れ
て
い
る

電
話
が
入
っ
て
便
利
に
な
り
ま
し
た

が
近
頃
、
農
集
電
話
の
各
地
で
受
話
器

を
は
ず
し
て
お
く
家
庭
が
ふ
え
て
困
っ

て
い
ま
す
。
農
集
は
、
一
戸
が
は
ず
れ

て
い
ま
す
と
そ
の
集
団
全
部
が
電
話
を

か
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
市
外
か
ら
か
N

っ
て
来
て
も
お
つ
な
ぎ
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
折
角
便
利
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
で
は
不
便
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

　
お
互
い
に
困
り
ま
す
の
で
、
確
実
に

受
話
器
を
お
か
け
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
郵
便
局
）


